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〔１〕次の言葉、事項を簡潔に説明しなさい。(5点×8) 

１）油脂性軟膏基剤 

 

 

 

２）軟膏の保湿剤 

 

 

 

３）硬化油 

 

 

 

４）晶癖 

 

 

 

５）擬似結晶多形 

 

 

 

６）攪拌造粒法 

 

 

 

７）平衡含水率 

 

 

 

８）低置換度ヒドロキシプロピルセルロース 

 

 

 

〔２〕空隙率が 65％の粉体層がある。粉体を圧縮したとき、粉体層の見かけ密度（かさ密度）はも

との状態の 2.3 倍になった。圧縮した粉体の空隙率（％）はいくらか。答えを導く過程も記述しな

さい。ただし、粒子内に空隙はなく、圧縮により真密度は変化しないものとする。(10点) 

 

 

 

 

答     ％  



〔３〕フィルムコーティング剤を 3 種類に分類し、それぞれに属する高分子材料の例を挙げて化学

構造の特徴と性質について説明しなさい。(15点) 

１） 
 
 
 
 
２） 
 
 
 
 
３） 
 
 
 

 

〔４〕粉体の熱分析法の例を二種類挙げ、原理と得られる情報の特徴について説明しなさい。 
 (20点) 

１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔５〕製剤均一性試験法について説明しなさい。(15点) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


